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失敗事例のタイトル： 
ステンレス鋼の切削加工に伴う腐食損傷 

一次原因（材料要素）：加工変質層の存在、

局部腐食、選択腐食 
機種：大型海水ポンプ、 
使用期間：数年間 

部品：軸材 
寸法；Φ300mm×8000mm 

鋼種：SUS316、オーステナ
イト系ステンレス鋼、 

使用環境：常温海水 
水質： 

損傷発生時の状況：  
①図1は汚染海水中で使用したSUS316ステンレス鋼製軸材の腐食損傷である。a)図は軸材のスケッチであり、
軸財表面に高濃度のＳ-2を含む色のヘドロが部分的に付着し、その下方で腐食損傷が生じている。 
②b)図は腐食地点の拡大であり、ヘドロ下の腐食損傷は、部品の円周方向（写真横方向）に深さ２ｍｍ程度で
筋状に進行しているのが特徴である。また、軸材長手方向に沿った細かな縞模様も見られる。写真左方の～

0.5mmピッチの円周方向筋は旋盤加工のバイト目（重切削）である。 

調査内容とその結果；	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
①本軸材の化学組成は JIS規格を満足しているものの, Cr、NiおよびMo含有量がそれぞれ JIS規格の下限界
〇値である。また、本腐食損傷部分の金属組織は、切削加工面直下に多量のスリップバンドや加工誘起マルテ

ンサイト相が存在し、腐食損傷はそれらを優先溶解することで進行しているように観察された。 
②本腐食損傷を理解する目的で、耐食性に及ぼす化学組成と切削加工条件の関係を検討した。図 2はその結果
である。図中のＬＧ、MG、HGは SUS304鋼の合金含有量であり、右に進むほど JIS規格内でＣｒおよびＮ
ｉ含有量が増大している。各試料の腐食減量および切削加工により誘起されたマルテンサイト相量は、合金組

成と切削加工断面積（値が大きいほど重切削）に強く依存することが明らかである。 
③合金含有量が JIS規格下限の LG材に対し～２ｍｍ２/rev程度の重切削を与えた場合には、加工誘起マルテ
ンサイト量および腐食減量の増大することが明らかである。 
④このように見ると、軸材表面の腐食損傷は材料組成と切削加工法に配慮が足りなかったものと推察される。 
損傷発生のシナリオ：同上 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）： 
①少なくとも切削加工条件は重切削を避け、加工誘起マルテンサイト相の生成しにくい切削断面積 10－２～10
－１mm２／revで切削する。材料組成選択の自由度があれば JIS規格の下限値に近い組成は避ける。 
教訓： ステンレス鋼の耐食性は切削条件に強く依存する。適切な切削条件で加工することが重要である。 
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